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第 4 章 第一期拡張計画（明治 39 年～43 年） 

 

自前の鋼材を使って、自分たちによる設計、鋼材加工及び施工により、工場建設を

という気運が高まる中、国策により明治 39 年（1906）から官営八幡製鐵所では国内の

鉄鋼需要の増大に伴って、第一期拡張計画が進められた 1）。 

その計画に基づいて建設された工場には第三高炉工場や先述の外輪工場とともに、

ロール旋削工場が含まれていた。 

このロール旋削工場は官営八幡製鐵所において日本人技術者が初めて設計を行い、

しかも、初めて自前の鋼材を使用し、加工および施工まで全てを自分たちで手がけ、

明治 42 年（1909）に竣工した国産第一号の工場である。（写真４-１）。 

 

４-１．ロール旋削工場の建築概要 

このロール旋削工場は既に解体されて存在しないが、新日本製鐵㈱八幡製鐵所に残

されたロール旋削工場の設計図面から、建物規模は妻側スパン 20m、桁行き 10m×11

スパン＝110ｍ、軒高さ 12m、ｸﾚｰﾝ天端 9m、延べ 2,200 ㎡の工場建築で、屋根､壁仕上

げ材は波鉄板であったことがわかる（図４-１）。 

 

写真４-１ ロール旋削工場（昭和 51 年撮影）（八幡製鐵所土木誌より転載） 

昭和 51 年当時は存在していたが、現在は解体されて存在しない。  

 

４-２．ロール旋削工場の設計者 

明治 42 年（1909）当時、官営八幡製鐵所工務部工作科工場主任、および設計主任

は景山齊であった。 

 彼が書き記した回顧録にロール旋削工場についての記述があり、「所内の技術上司に  

は、多少の危惧もあったらしいが、私も学校で建築構造の講義も聴いたので、それら  

を参考に強度計算も頗る入念にやって設計を完了し、新築したのである」とある２）。 
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図４-１ ロール旋削工場妻側図（八幡製鐵所図面センター所蔵）  

 

 

この記述から明治 42 年（1909）に竣工したロール旋削工場の設計者は景山齊であ

ることがわかる。 

彼は明治 39 年（1906）に京都帝国大学理工科大学機械工学科を卒業し、関西鉄道

株式会社を経て明治 42 年（1909）には、官営八幡製鐵所工務部工作科工場主任、およ

び設計主任となっていた３）。 

景山齊は大学を卒業して 1 年後に八幡製鐵所工務部工作科に勤務し、その後僅か 2

年足らずで､国産第一号の工場建築の設計を手がけ、完成させたことになる。 

官営八幡製鐵所で日本人最初の工場建築の設計者は建築技術者ではなく、京都帝国

大学理工科大学機械工学科を卒業し、大学で建築構造を修めた機械技術者であったと

いう事実が極めて重要である。 

 

４-３．国産第一号のロール旋削工場建設の背景 

４-３-１．鋼材の自給率向上 

明治 34 年(1901)の操業開始時においても鋼材の輸入率は 97％であり、大半を外国

に依存していた。その後、鋼材の使用量は増加する一方、日本国内での生産量はそれ

を上回る伸びを示し、明治 42 年（1909）になると輸入率は 73％まで低下している 
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（表 4-１）。即ち、明治 42 年（1909）頃には国産鋼材の生産量が増加し、国産鋼材

の使用が容易な状況になりつつあったと考えられる。  

表４-１ 国内鋼材の使用量と輸入依存率（八幡製鐵所八十年史 より） 

 

 

４-３-２．鋼材の充実 

鋼材の種類は八幡製鐵所史料室に保管されている明治 32 年（1899）の製鐵所事業

一覧４）と明治 44 年（1911）の製品目録（写真４-２、図４-２）５）から丸鋼、角鋼、

平鋼、等辺山形鋼、不等辺山形鋼、I 形鋼、溝形鋼、Z 形鋼、T 形鋼、亜鉛引き波形鋼

板（ナマコ板）などであったことがわかる。これらの鋼材以外に、現在は生産されて

いない球山形鋼、球 T 形鋼、球鋼板および外輪といったものが表記されており、目を

引かれる。 

明治 32 年（1899）と明治 44 年（1911）の製品目録から、主要な鋼材である等辺山

形鋼、不等辺山形鋼、I 形鋼、溝形鋼を抽出し、それを対比したものを表 4-２に示す。 

明治 44 年（1911）の製品目録から溝形鋼を例に取り（図４-３）、1903 年版の英国

Dorman Long 社のカタログ（図４-４）と比較してみると、最小サイズは Dorman Long

社のものが 2 1/2×1 で官営八幡製鐵所の 3×1/2 より小さいが、最大はともに 15×4

と同じである。その間のサイズは多少の違いはあるものの、官営八幡製鐵所が 25 種類、

Dorman Long 社が 26 種類であり、両者にはほとんど差がない。 

これらの資料から明治 44 年（1911）頃になると多様な断面寸法の鋼材が圧延され

ていたことがわかる。また「明治 40（1907）年 4 月、ようやく製鉄所で形鋼サイズが

揃った時であった」という記述もあることから６）ロール旋削工場が竣工した明治 42

年（1909）には、設計に適した鋼材が供給できる状況にあったと言える。 

年代 国内総使用鋼材（千トン） 輸入率（％） 

明治 34 年(1901) 194 97 

明治 35 年(1902) 218 86 

明治 36 年(1903) 267 85 

明治 37 年(1904) 310 80 

明治 38 年(1905) 445 84 

明治 39 年(1906) 404 83 

明治 40 年(1907) 545 80 

明治 41 年(1908) 531 81 

明治 42 年(1909) 379 73 
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写真４-２製品目録（明治 44 年）   図４-２ 製品目録目次（八幡製鐵所史料室所蔵） 

（八幡製鐵所史料室所蔵のものを筆者撮影） 

 

 

 

表４-２ 鋼材寸法比較（八幡製鐵所史料室所蔵の製品目録より） 

 

 

  

 

 

  鋼 種 明治 32 年 明治 44 年 

等 辺 山 形 鋼 
大小数種 

160ｍｍ以内 
１×１～６×６吋 

（１４種類） 

不 等 辺 山 形 鋼 同上 
２×１½～７×４吋 

（２６種類） 

I  形  鋼 
大小数種 

高さ 320ｍｍ以内 
３×３～１２×６吋 

（２１種類） 

溝  形  鋼 
大小数種 

 幅 300ｍｍ以内 
３×１½～１５×４吋 

（２６種類） 
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図４-３ 溝形鋼製品一覧（明治 44 年）（八幡製鐵所史料室所蔵） 
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図４-４ Dorman Long 社の溝形鋼製品一覧（JSSC、VOL.14、NO.148、‘78 49） 

 

 

 

４-３-３．大学での教育および欧米の設計技術導入 

景山齊は明治 39 年（1906）京都帝国大学理工科大学機械工学科卒業であるが、回

顧録に「材料強弱学」を担当していた松村鶴造先生７）などに教えを受けたと記述して

いる３）。その「材料強弱学」には、明治 30 年（1897）当時の京都帝国大学理工科大学

機械工学科の、土木工学科との共通講座であった「図式力学」８）も含まれており、「私

は強度計算書や応力ダイヤフラムを手もとに持っていた」９）といった記述もあること

から、景山齊はトラスの図式解析などの技術を習得したものと考えられる。 

その他、松室重光講師 10）による「工場設計法」などの講義もカリキュラムにあり

11）12）、「私も学校で建築構造の講義も聴いたので」という記述２）は上記の事実と符合

している。 

一方、京都帝国大学理工科大学土木工学科に教授であった日比忠彦がいた。彼は、

明治 35 年（1902）にドイツ、フランスへの 2 年間の留学後 13）、明治 38 年（1905）か
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ら、建築雑誌に「アカデミックな方法で基礎理論を解説していて、後のこの分野の学

問発展の基礎を築いた」と言われている 14）鉄骨構造の本格的な設計手法を論文とし

て長期に連載している 15）。 

この時期の景山齊は回顧録に「内外の書物や雑誌を求めて勉強した」、また「出張

の序には京都帝国大学理工科大学を訪ね、教えを乞うた」との記述を残している２）。

事実、日比忠彦が執筆した建築雑誌の論文には、ロール旋削工場と類似したフィンク

トラスの事例が紹介されている（図４-５）16）。 

これらのことから、ロール旋削工場の設計図が完成した明治 41 年（1908）当時は、

国内で鉄骨構造に関する大きな設計技術の進歩が見られた時期であり、景山齊は大学

で得た技術に加え、日比忠彦の新技術を吸収し、さらに、ドイツ、アメリカ、イギリ

スの外国企業が設計した事例を参考にして、これらのロール旋削工場を設計したとも

のと推察される。 

 

 

 

 

 

図４-５ 建築雑誌（明治 39 年 240 号、p803）掲載フィンクトラス 

景山斎設計のロール旋削工場のフィンクトラスと酷似している。  
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４-４．ロール旋削工場の図面 

ロール旋削工場の設計図は全部で 6 枚で構成され、設計寸法はミリメートル単位で

あるが、鋼材は自家鋼材がインチサイズのため、記述もインチサイズとなっている。

また、文字はすべて英語で統一されている。設計図面に「1908 年」の記述があり、ロ

ール旋削工場の竣工が明治 42 年（1909）であることから、竣工の前年である明治 4１

年（1908）に設計図面が完成していることがわかる。 

設計図面 6 枚の概要は表４-３に示すとおりであり、其ノ一、其ノ二および其ノ六

の図面を図４-６、図４-７および図４-８に示す。この６枚という図面枚数は現在の設

計図書と比較すると、ディテール部の記述が極端に少ないため非常に少ない。そのた

めに、加工部門や施工部門がその不足した部分を補って作業していたものと考えられ

る。 

また、6 枚の図面には基礎図は含まれておらず、別図面として基礎図が存在する（図

４-９）。従って、この時期においても明治 34 年（1901）の操業開始当時と同様に、基

礎は土木部門で設計されていたものと思われる。 

 

表４－３ ロール旋削工場設計図リスト 

 

４-５．構造体の特徴 

ロール旋削工場の小屋トラスの形状は、前項の厚板工場や外輪工場と同様のフィン

クトラスであるが（図４-１）、その形状およびプロポーションは厚板工場や外輪工場

のものと少し違っており、前述のように日比忠彦により建築雑誌に紹介されたもの（図

４-５）と酷似している。 

そして以降、官営八幡製鐵所において見られるフィンクトラスはロール旋削工場で

使用された形状に類似しているものが多いことが注目される。 

トラス端部の支持条件をピンと仮定しているところは、ドイツ企業(G･H･H)設計の

尾倉修繕工場やイギリス企業（ジャクソン）設計の外輪工場と同じである。 

図面 no 図 面 名 称 図   面   内   容 

其ノ一 建物全体 小屋トラス及び妻面立面図、桁行面、立面図  

其ノ二 柱之図 本柱クレーン下部柱、上部柱詳細図、断面図  

其ノ三 柱之図 間柱詳細図、胴縁図 

其ノ四 屋根組上図 小屋トラス詳細図、母屋図 

其ノ五 壁張リ之図 桁行き壁面胴縁図、波鉄板取付けボルト  

其ノ六 
架空起重機用ガーダ
ー之図 

クレーンランウェイガーダー詳細図、支承部
図、軌条取付け金具詳細図 
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図４-６ ロール旋削工場図面 （其ノ一建物全体）（八幡製鐵所図面センター所蔵）  

 

 

小屋トラス部材は図４-１０から、上弦材と下弦材に 2 つの山形鋼（2L－4in×3in

×3/8in）と斜材に 2 つの山形鋼（2L－2 1/2in×2 1/2in×5/16in）を使用しているこ

とが読み取れる。部材接合鋼板（ガセットプレート）も小さめで、部材節約型の軽や

かな構造という印象を受ける。 

なお、山形鋼などは Steel ではなく Angle Iron と表記されており、現在の常識か

らは異常に感じるが、明治 32 年（1899）の製鐵所事業一覧にも形鋼を Iron と表記さ

れていることから、明治 41 年（（1908）当時も形鋼類を Steel ではなく Iron と称して

いたとものと考えられる。 

柱については、上部柱は小屋トラスとの接点をピンとしたため、最上部には水平力

がかかり、水平力によって発生する曲げモーメントを受けるための支え（ステイ）を

設けた形状で、下部柱は主材に 4 つの溝形鋼（4［－4 in×2 1/2 in ）を使用し、斜

材（２L－2 1/2in×2 1/2in×5/16in）を同じ向きに配置して、溝形鋼（［－6 in×2 1/2 

in ）の水平材とを組み合わせて構成された形状となっている。（図４-７）。 

以上のことから、この柱の形状は前述の尾倉修繕工場の柱(図３-４、p33)と類似し

ていることがわかる。 

その他では、波鉄板の壁材を受けるために、この柱から出された胴縁には最下部に

等辺山形鋼、それ以外は T 形鋼を使用していることが図面に記述されている。 

一方、クレーンランウェイガーダーはフランジ材として上下４つの不等辺山形鋼（4L

－3in×3 1/2in×3/8in）とウェブ材鋼板（2×10 mm）との組立梁で構成され（図４-

８）、一般には単純梁形式であるが、図４-７からクレーンランウェイガーダーが柱上

で連続になっていることがわかり、通常では珍しい連続梁とされていることが読み取

れる。 

官営八幡製鐵所においてロール旋削工場より以前に建設された工場の中で、連続梁

を使用している事例は、ドイツ G･H･H 設計による尾倉修繕工場の小さいクレーンを受 
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図４-７ ロール旋削工場図面 （其ノ二 柱之図）（八幡製鐵所図面センター所蔵） 

右下の図面サイン欄には 12．1908 Drawn by 工作科 Check by 工作科  Approved by K.S(orK.I)

と記されている。K.S(orK.I)が誰かは現時点で不明である。（図面サイン欄の拡大したものを資料編に記載）  
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図４-８ ロール旋削工場図面（其ノ六架空起重機用ガーダー之図）（八幡製鐵所図面センター所蔵） 

 

クレーンランウェイガーダーの図で、図面右図はクレー走行レール留め金具の納まり状況とガーダー上部断面

を示している。図面右下には Crane Girder for Roll Turning Shop．Scale fullsize、１：２、１：１０、

１：１００と記されている。（図面サイン欄とともに拡大したものは資料編に記載）  

 

 

 

 
図４-９ ロール旋削工場基礎図（八幡製鐵所図面センター所蔵）  
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図４-１０ ロール旋削工場小屋トラス（八幡製鐵所図面センター所蔵）  

 

 

 

 

ける棟（下屋）で、I 形鋼単材を使ったケースは見られるが、ロール旋削工場のよう

な比較的大きなクレーンを受け、かつ組立梁となったところに使用している例は見ら

れない。一般に、連続梁は単純梁よりも応力解析が複雑であり、以後の例を見ても連

続梁を使用しているケースは極めて稀である。 

建物の全長にわたって連続梁とするため、図面にはガーダーの継手部分について、

位置、リベットピッチ、本数、リベット径などを明記した継手部が詳細に記述されて

いる（図４-８）。その他ではレールの留金具の詳細位置を明示している点などが目に

つき、そのことから機械技術者としての設計手法を感じ取ることができる。 

基礎については創業時建設の尾倉修繕工場では材料は煉瓦であったが、ここでは既

にコンクリートが使用されているので、ロール旋削工場が建設された明治 42 年（1909）

には、わが国ではコンクリートは比較的入手しやすい状況にあったものと考えられる。 

その他では、アンカーボルトの配置、形状などが尾倉修繕工場の基礎図と類似して

いることがわかる。 

 

４-６．使用鋼材 

使用鋼材については、柱材に使用された溝形鋼に“ S BS 6×3 SEITETSUSYO 

YAWATA ヤワタ“というロールマークが見られ（写真４-３）BS 規格に準じていたこ

とや、6×3 はそれぞれ６インチ、３インチを示しており、鋼材がインチサイズである

ことがわかる。なお、このアルファベットの不揃いの文字や”ヤワタ“のぎこちない
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片仮名文字を見ると、まだ十分に独り立ちしていない創立期の印象が強く感じられる。 

これ以外で目につくことは、これまでに外国人によって設計された尾倉修繕工場、

厚板工場、および外輪工場では工場建築の母屋には全て I 形鋼が使用されているが、

ロール旋削工場では Z 形鋼が使用されていることである。これは当時 Z 形鋼が在庫品

として豊富にあったためとされており３）、明治 42 年（1909）当時の鉄鋼製品の利用状

況がうかがわれる。 

尚、使用されているこれらの鋼材は明治 44 年（1911）の製品目録 10）（図４-２）に

は全て掲載されていたものである。 

 

 

写真４-３ 八幡製鐵所初期ロールマーク  

S  BS 5×３×３ SEITETSUSYO YAWATA ヤワタ というマークが読み取れる。  

 

４-７．ロール旋削工場建築の設計上の特徴 

ロール旋削工場の建築には、以下の設計上の特徴が見られる。 

１．屋根形状が当初のドイツ企業設計の丸屋根の形状ではなく、アメリカおよびイ

ギリス企業が設計したものと同じ三角屋根の形状である。  

２．屋組トラスの形式もドイツ企業が設計したキングポストトラスではなく、アメ

リカおよびイギリス企業が設計したものと同じフィンクトラスである。  

３．柱については上部柱に支え（ステイ）を設け、下部柱に同じ向きに斜材を配置

した形式となっており、ドイツ企業設計のものと同じ形状である。  

 

以上のことは、ロール旋削工場の構造が、屋根部分はアメリカおよびイギリス企業

設計の工場に、柱部分はドイツ企業設計の工場に類似していることを示している。  

これらのことから、前述したようにロール旋削工場を設計するにあたって、設計者

の景山齊は、それまでに完成した外国企業設計の工場建築を大いに参考にしたものと

思われる。 

しかし一方で、先述のクレーンランウェイガーダーを通常は一般的には採用しない

連続梁としているように、景山齊はドイツ、イギリス、アメリカの各企業の設計の工

場建築に強く影響を受けながらも、独自性を意識して設計を進めたものと考えられる。 

○   
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４-８．ロール旋削工場の設計技術が与えた設計事例 

ロール旋削工場が完成すると、設計はもとより、国産の鋼材を活用して、すべて国

内で建設が可能ということが実証され、軍関係の工場などの設計を依頼されるなどに

発展していった。 

具体的には築地の海軍工廠製鋼工場上家や小石川陸軍工廠銃砲工場上家などがそ

れである３）17）。 

軍関係からの依頼という理由は、八幡製鐵所が官営であったということと、景山齊

の上司小野正作が、以前に軍関係に属していたこと 18）も影響しているものと推察さ

れる。これらの建物以外では長崎県会議事堂の鉄骨部分を依頼されている 19）。 

 

４-９．小結 

以上のことから次のことが要約できる。 

１．官営八幡製鐵所では明治 42 年（1909）に日本人初の機械技術者である景山齊が設

計した「ロール旋削工場」が竣工した。 

２．「ロール旋削工場」は官営八幡製鐵所の鋼材を使用し､設計から鋼材加工、および

施工まですべてを日本人が建設した国産第一号の工場建築である。 

３．ロール旋削工場が設計された明治 41 年（1908）頃は、京都帝国大学理工科大学土

木工学科教授であった日比忠彦により、欧米の鉄骨構造設計の手法が日本に紹介

された時期と合致する。 

４．「ロール旋削工場」竣工の明治 42 年（1909）は、国内鋼材の生産量が増加してき

た年であり、形鋼サイズも揃ってきた時期でもあった。 

５．官営八幡製鐵所の「ロール旋削工場」の完成に伴って、官営八幡製鐵所における

鉄骨構造の設計技術は、国内の軍関係などの工場建築に使用された。 

 
 

これらのことから、国産第一号の工場建築竣工の背景には、これまで体験したこと

に加えて、わが国における鉄骨構造設計技術の発展と官営八幡製鐵所で生産される鋼

材の充実があり、その結果、以後、軍関係などの工場建築の設計に及んだという事実

は、製鐵所内の技術が外部に広がったことを示している。これらのことから、わが国

における鉄骨構造建築の発展を考える上で、「ロール旋削工場」の竣工は特筆すべき

大きな出来事であったと言うことができる。 
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注 
 

１）『八幡製鐵所八十年史 総合史』（八幡製鐵所所史編さん実行委員会編集 八幡製鐵鉄所発行、

昭和 55 年、非売品）pp28-29 

２）『製鐵むかしがたり』（景山齊：昭和 39 年 2 月、非売品）pp20-22 にそれぞれ記述されてい

る。 

３）『製鐵むかしがたり』（景山齊：昭和 39 年 2 月、非売品）pp13-16 

４）『製鐵所事業一覧』（明治３２年、製鐵所」が八幡製鐵所史料室に保管されている。生産開始

は明治３4 年であるが、この中にまだ生産に至っていない鋼材種類とサイズが記述されてい

る。 

５）『日本帝国 製鐵所 製品目録』（明治 44 年、株式会社秀英舎印刷、製鐵所）が八幡製鐵所

史料室に保管されている。この目録には「製品ﾉ形状及ﾋﾞ寸法ﾊ英国ﾉ定規ﾆ従ﾋ吋ﾄ呎ﾄｦ用ﾌﾙﾓ

重量ﾊ瓩ｦ用ﾌ」という記述があり鋼材の種類は丸鋼、角鋼、平鋼、等辺山形鋼、不等辺山形

鋼、I 形鋼、溝形鋼、Z 形鋼 T 形鋼、亜鉛引き波形鋼板（ナマコ板）などと記述されている。

また強度は軟鋼（リベット材、建築材、橋梁材）で 37.8～42.5kg／mm２となっており、現在

の普通鋼とあまり大差ない鋼材が生産されていたことがわかる。 

６)『工作部門の変遷（総合編 明治 29 年～昭和 25 年）工作事業部歴史資料原稿集 No1』（清水

泰：新日本製鐵（株）エンジニアリング事業本部工作事業部、昭和 5７年 10 月）p16 に記述

されている。 

７）『「京都帝国大学史」』（京都帝国大学、昭和 18 年）に松村鶴造の材料強弱学担当が記されて

いる。 

８）『「京都帝国大学史」』（京都帝国大学、昭和 18 年）に昭和 32 年の図式力学担当は土木工学

科助教授の日比忠彦と記されている。 

９）『製鐵むかしがたり』（景山齊：昭和 39 年 2 月、非売品）p68 に記述されている。 

10）彼は明治 30 年東京帝国大学卒業後、明治 31 年に京都府技師となる。京都帝国大学では非常

勤講師として、土木工学科の「家屋構造」も担当している。 

11）『京都大学 100 年史資料編２』（京都大学 100 年史編集委員会、平成 9 年） 

12）『京都大学機械工学教室第２世紀記念誌』p83、表３a 授業科目―明治 33 年機械工学科の中

に松室講師の名前が見える。 

13）「京大土木 100 年人物史」の中の「日比忠彦」によった。それによると帰国後、明治 39 年

教授、明治 42 年建築学講座担当、大正 9 年建築学科設立とともに、建築学科教授となる。 

14）『日本建築技術史』（村松貞次郎：㈱地人書館、昭和 34 年）p176 に記されている。 

15）『建築雑誌、明治 39 年 231 号～明治 43 年 283 号』（建築学会）に講義として連載されてい

る。 

16）『建築雑誌、明治 39 年 240 号』（建築学会）p803 に事例が紹介されている。 

17）『製鐵むかしがたり』（景山齊：昭和 39 年 2 月、非売品）p68 に小石川砲兵工廠小銃工場の

ことについて「この小銃工場は、まことに面白い設計で、テンションバーには平鋼を、また

4/４ 
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コンプレッションメンバーには当然山形鋼を使用した。ところが鉄骨が東京に着いていざ組

立てる段階になり、現場でこの平鋼を中吊りしたからたまらない。曲がってしまった。こり

ゃ設計の誤りだろうといってきた。しかし私は、強度計算書も応力ダイヤフラムも一切手許

に持っているから、決して杜撰な設計はしておらんといってやった。」といった記述が見ら

れる。 

18）八幡製鐵所史料室所蔵：「高等官 判任官雇 官記辞令録 明治 37 年文書課秘書科」によ

った。彼の経歴書には陸軍工廠関係勤務の経歴が記載されている。 

19）『鋼構造物施工の変遷（明治 29 年～昭和 25 年）、プラント事業部歴史資料原稿集 No5』（清

水泰：新日本製鐵（株）エンジニアリング事業部プラント事業部、昭和 58 年 12 月）p14 に

記述がある。 

 

 

図版 

 

表４-１ 国内鋼材の使用量と輸入依存率は八幡製鐵所所史編さん実行委員会編集：「八幡製鐵

所八十年史 総合史、八幡製鐵鉄所発行、昭和 55 年、非売品」p44 に記述されている

ものによった。 

表４-２ 鋼材寸法比較は八幡製鐵所史料室所蔵『製鐵所事業一覧』（明治３２年、製鐵所）と

『日本帝国 製鐵所 製品目録』（明治 44 年、株式会社秀英舎印刷、製鐵所）とによ

った。 

表４-３ ロール旋削工場設計図リストは八幡製鐵所図面センター所蔵図面によった。 

 

 

 

図４-１ ロール旋削工場妻側図は八幡製鐵所図面センター所蔵図面より掲載した。 

図４-２ 製品目録目次は八幡製鉄所史料室所蔵の『製品目録』から転載した。 

図４-３ 溝形鋼一覧は同上。 

図４-４ Dorman Long 社の溝形鋼製品一覧は『わが国のれい明鋼構造物における鋼材につい

て』（塩原正典：JSSC、VOL.14、NO.148、‘78 49）から転載した。 

図４-５ 建築雑誌掲載フィンクトラスは『「建築雑誌、明治 39 年 240 号」p803 から転載した。 

図４-６ ロール旋削工場図面（其ノ一 建物全体）は、八幡製鐵所図面センター所蔵図面より

掲載した。 

図４-７ ロール旋削工場図面（其ノ二 柱之図）は同上。 

図４-８ ロール旋削工場図面（其ノ六 架空起重機用ガーダー之図）は同上。 

図４-９ ロール旋削工場基礎図は同上。 

図４-10 ロール旋削工場小屋トラス図は同上。 
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写真４-１ 昭和 51 年撮影のロール旋削工場写真は『「八幡製鐵所土木誌」（新日本製鐵㈱八幡

製鐵所、土木誌編纂委員会、昭和 51 年 11 月）から転写した。 

写真４-２ 製品目録（明治 44 年）は八幡製鉄所史料室所蔵の『製品目録』を筆者が撮影した。 

写真４-３ 八幡製鐵所初期ロールマークは八幡製鉄所史料室所蔵のものを筆者が撮影した。 

 


